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済を汚ガ済み あ

グルタ空物密な済た潜蒼亥F′ ゴr
一般的に 活 性汚泥には BOD分 解菌の他 原 生動物、後生動物などが含まれ

汚泥量は経時と共に増殖、増加しますので 定 期的に余剰汚泥を廃棄する必要があ

ります。

これらの微生物を効率よく担持し 高 濃度充填できる構造を持った担体を使用す

ることにより 処 理効率をアップさせる活性汚泥法に変わる排水処理法です。
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この微生物担体法で省スペース処理の実用化
①処理槽 (曝気槽)の 容積の縮小 (1/2～ 1/5)

。新設の場合 ・・・ 排水設備の省スペースが図れる。

・ 既設の場合 ・・・ 曝気槽の一部を担体使用に切 り替えるなど 小 改造で処

理能力を大幅にアップできる。

②余剰汚泥の減容化ができる。(汚泥変換率 BODの 約15～ 30%)

排水処理の設計 ・工事は弊社におまかせください !!

TEL 0545-61-8402    FAX 0545-63-9654

富士本社 営業部 :長 鳴 ま たは 環 境技術部 :康 瀬

までご連絡下さい。

I 流 動床担体として曝気椿に10%投 入

工 20 μ IIの微細孔が全通している→細菌の内部増殖が可能 !

lll.種付け後、活性汚泥と混合して使用しない=担 体のみで運転
微生物濃度を高濃度充填できる

微生物網歯



弊社では こ の排水処理用 微 生物担体 として (株 )クラレの <ク ラゲール>を

推奨しています。

<ク ラゲール>は 、生物親和性の高いポリビニルアルコール (PVA)を 原料とし、

微細孔で網 目状の構造を有する多孔質担体です。

(脱窒、PVA排 水処理にも高い能力を発揮 します。)

「クラゲエルdの 外観

菌付着後は「クラゲールd
]粒あたり、約10億個※の菌を

固定している。

(米運転条件による)

「クラゲール胡 の微細構造
走査型電子顕微鏡(ESEM)に よる

この微細構造が

微小動物の内部侵入を防ぎ、

菌体を捕食から保護してしヽる。
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但し こ の<ク ラゲール>を 使った 微 生物担体法でも そ の設計、運

用を誤れば 期 待した能力を発揮することが で きません。

排水特性に基づいた検討から設計施工まで、弊社にご用命賜りますよう

お願い申し上げます。
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皿.運 転方法により余剰汚泥発生量の削減が可能

微1生物1濃1度が高い
|→1高1負荷に!対応|

Vコ 化学架橋により不溶化し、担体自身は生分解を受けにくい



『クラゲーJ鳴」を用いたJF水処理フロー側

2
ゲル十活性汚泥法

(汚泥減容システム)

<特 許出願中>

3
ゲル十完全酸化法

(汚泥ゼロシステム)

<特 許出願中>

「1~在蘇下可i

原水

原水

原水

活性汚泥槽
130m3

BOD担 体負荷
25kg/m3_ゲ ル ・d
ゲル12m3,10%

(BOD汚泥転換率約15%)

BOD担 体負荷
25kg/m3_ゲ サレ・d
ゲル12m3,10%

※注 ● フロー例は、BOD除 去の代表例を示したもので、排水の種類・組成等により異なります。

●担体流動と必要酸素供給のため、水中エアレーターの使用をおすすめします。

●水中エアレTタ ーはケーシングとインペラのクリアランスが5mm以 上のものを設置して下さい。

1口BOD除 去

BOD l o00rlng/L,排水量1 50rY13/dの活性汚潟設備を300南 3/dの設備に改造する場合

(既設…活性汚泥槽250m3、沈殿穫45rn3)

従来の活性汚泥法で処理する場合、この2倍の設備が必要

r
ゲル十凝集沈殿法

(難分解性COD

除去システム)

PAC NaOH高 分子

水中エアレーター

BOD担体負荷25kg/m3_ゲル・dゲ ル12m3,48%  汚 泥返送不要

沈殿槽 (自然沈降) 沈殿槽 (自然沈降)

(増設)
45m3

浦留時間3時間以上

余剰汚泥
(BOD汚 泥転換率約30%+

凝集斉」国形分)


